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１．�はじめに

　ビッグデータの代表的な定義は、三つのV、

「Volume」（量）、「Variety」（多様性）、「Velocity」

（発生頻度）のいずれか（もしくは全て）を備え

た情報資産であり、新しい形の情報処理を必要と

し、意思決定の高度化や、見識の発見、プロセス

の最適化に貢献していることとしている。最近で

は、更に、それらに「Veracity」（正確性）を要

素に加えて説明されることもある。

　日本再興戦略の中でも、ビッグデータやオープ

ンデータの利活用が世界最高水準で実現される情

報インフラを整備することが掲げられており、今

後、様々な分野でのデータ公開が進むことであろ

う。投資分野でのビッグデータは、証券市場にお

けるHFT（High Frequency Trading）データが

挙げられる。HFTは、「Volume」と「Velocity」

要素に長けたデータであり、それらを活用した研

究については、当ジャーナル誌でも紹介されてい

る（注１）。

　翻って、財務分析にとって必要なビッグデータ

とは何かと考えた場合には、やはり、企業が開示

する情報に他ならないであろう。企業の開示情報

は、 三 つ のVの う ち、「Volume」 と「Variety」

　ビッグデータやオープンデータの利活用について、現在、様々な議論がされている一方で、ビッグデータとし
ての財務情報については、価値関連性の低下が指摘されている。本稿では、その原因の一つとして、企業が開示
する情報が、投資情報として情報利用者に届くまでのプロセスに構造的な問題があることを明らかにする。更に、
財務情報の歴史に触れながら、財務情報の構造上の問題を指摘し、その解消の一つの策とその取組み事例につい
て紹介する。
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